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令和 7

本校の魅力が伝わる組織的な広報活動

他の分掌と連携を図りながら業務を進め、学校全体で入試・広報活動を行う体制を整え、効果的なアピールを行う。

各行事のスケジュールを確認し、担当割や準備物の共有を計画的に行う。

新入生アンケートや２、３年生向けの満足度アンケートを行い、広報活動の改善に生かす。

学科間連携の強化、「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた取組、及び関係機関との
連携強化による地域に開かれた学校づくり

学科間連携の学校設定教科・科目を充実させるとともに、学科の特徴や強みを生かした活動を有機的に連携させる。本校の特色ある教育活動を通
して、生徒により広い世界を体験させるとともに、地域社会との連携強化を図り、地域に開かれた学校づくりを推進する。

学校運営方針

昨年度の成果と課題

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

「正しく、強く、美しく生きる」という精神を胸に、地域を担う人材を育成する学校

多様な個性を持つ仲間との体験的な学びを通して、地域の中で正しく、強く、美しく生きる力を身に付け、社会に貢献する高い志を持ち、よりよい社会の実現のために行動できる人材を育成します。

・精神的自立・成長を図り、人間性豊かで、規範意識の涵養に努める人
・継続定かつ意欲的に学習し、積極的に行動できる人

・基礎から応用へと確かな学力を身に付ける
・専門教科における実学・実習の重視による高い専門性
・教科横断的・課題解決型の授業実践と学科間連携を通して多様な学びの保障

・獲得した知識・技能や思考力・判断力を発揮して物事を多角的・俯瞰的に捉え、課題を見出せる生徒
・他者と協働し、創造的に課題解決に挑み続けることができる生徒
・自他を認め、社会に貢献する志を持ち、よりよい社会の実現のために行動できる生徒

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

年度重点目標 具体的目標

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

具体的目標 具体的方策

生徒が自己調整しながら学習を進める力を身につけさせるために、自己研鑽の日や学習時間調査（年４回）を活用する。

本校独自の教育活動の充実

計画的で協働的な業務の遂行

自ら学びたい分野を選択し、（普通科２・３年ゼミ方式採用）地域、大学の外部機関との連携を強化して、探究活動を充実させる。

効果的な広報活動のための情報収集

年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 福島 高等学校

[成果]
生徒が生き生きと活動する場を提供し、生徒が主体的に取り
組むよう様々な仕掛けをし続けている成果あり。総合ビジネス
科と生活デザイン科については科の特色や成果を積極的に
アピールできている。普通科は独自の取り組みを始めたこと
で、生徒が主体的に学習する態度が定着してきている。
[課題]
HPやSNSを積極的に活用する等、より効果的な広報活動に
取り組む。多様な進路希望を実現させることができるという点
を一層充実させ、強く打ち出す。学科間連携による、独自の
教育活動をより充実させる。「生徒を主語にした学校作りプロ
ジェクト」を活用し、個別最適な学び、協働的な学びの実現
を可能にする授業改善を実施する。生徒に確かな学力を付
けさせ、進路希望を実現できる学校としての評価を得られる
よう、教育内容を充実させる。

　校訓「正大・剛毅・優美」を胸に、自己実現に向けて努力を重ねるとともに、身に付けた豊な人間力で社会に貢献する高い志を持つ人を育てる。

学校運営計画（４月）
評価
（総合）

生徒の人権意識の向上及び安心・安全な学校づくり
人権教育を推進することにより、生徒の人権意識を向上させ、違いを認め合い、自分自身と他者を大切にする心豊かな人間性を育む。ＩＣＴの積極
的活用を通して、生徒理解や個別最適化された授業の実践及び業務の効率化を推進し、生徒と教員が心身ともに健康で安心して過ごせる学校づ
くりに努める。

「自ら考え、自ら判断し、チャレンジする」態度の育成及び他者と協働し課題解決に挑む態
度の育成

良質かつ本質的な問いかけや個に応じた指導を通して、「自分には何ができるか」と主体的に考え、判断し、行動に移す態度及び他者と協働し課
題解決に挑む態度を全ての教育活動を通して育成する。

「生徒を主語にした学校づくりプロジェクト」及びICTを有効活用した授業改善の推進
生徒に基礎的・基本的な知識・技能を習得させ、教員は個別最適な学び、協働的な学びにつながる授業を実践することにより、生徒の「思考力」
「判断力」「表現力」の育成を図るとともに自ら学ぶ姿勢を身に付けさせる。ICTの有効活用及び授業と評価方法の改善により、指導と評価の一体化
を図ることで、生徒の個性や能力を引き出し、生徒の第一希望進路の実現を目指す。

教育推進部
（教務課）

個別最適な学びと協働的な学びを実践し、各科の特性を生かして学科間連携教科・科目の充実を図る。

各教科が育成を目指す資質・能力を明確にし、評価方法を検討して適正な評価を行い、評価の妥当性、信頼性を高める。

観点別評価の改善により、授業と評価の一体化を図り、多様な資質を持つ生徒を多面的に評価する。

生徒が主語（中心）になる「総合的な探究の時
間」の授業づくり

単元毎に育成する力を明確にするとともに、指導体制を整備して、生徒自ら探究活動ができる環境づくり（探究プログラム導入）を設定する。

進路相談事業や体験入学、イブニング体験ツアーにおいて、生徒主体の魅力あるプレゼンを実施する。

広報活動の分析を行い、中学生や中学生保護者に向けた広報活動を積極的に行う。

Classiのアンケート

訪問による実地調査

確かな学力の修得
（基礎的・基本的な知識・技能の修得）

指導の個別化、学習の個別化につながる授業改善（必要に応じた重点的な指導や指導方法・教材の工夫等）を推進する。

各科の生徒の特性・学習進度・学習到達度に応じて、知識・技能、技術の向上を図り、集中講座及び補習の内容を充実・発展させる。

教育推進部
（入試・広報課）

分掌会を定期的に開催し、全員が責任感を持ち、チームで業務に取り組む。

推進委員会を中心として「総合的な探究の時間」を円滑に運営する。（早めの計画立案、密な連絡調整）

学校HP、ＳＮＳ等の迅速な更新を行い、本校の魅力を伝えるとともに、本校教育活動への理解を図る。

出前授業や学校説明会に積極的に出向き、本校の魅力を発信する。

中学校訪問を通して本校の魅力を発信しながら生徒の情報交換を行い、中学校との連携を図る。（拠点校、久留米地区、みやま地区）

生徒保護者アンケート

実施後のアンケート

授業アンケート

受講希望調査

学習時間調査

授業アンケート

授業アンケート

授業アンケート

７６

1 / 4 ページ



授業改善と図書館の活用

各教科でICTを活用した授業を行い、その教材をポータル等を活用して職員で共有する。

校外研修の成果を全職員で共有できるようにして授業改善に活用する。

図書委員会を通して図書館の効果的な活用方法を考える。

「生徒を主語にした学校づくりプロジェクト」を活
用した教育活動の充実

「生徒を主語にした学校づくりプロジェクト」に関する校内研修を実施する。

研究授業や授業アンケートを活用して活発な授業改善を促す。

教育実践等を全職員で共有し教育活動の充実を図る。

授業アンケート

生徒育成部
（健康管理課)

部活動・生徒会活動の活発化

安全教育講習会やバイク実技講習会を実施し、安全に関する意識の向上を図る。

リーダーの発掘と育成に力を入れ、体育大会・福高祭を筆頭に学校行事充実させる。

体育大会・福高祭の内容を検討し、生徒会執行部・リーダーを中心に、生徒が主体的に取り組む機会にする。

部活動の在り方を再考し、生徒の能力を最大限に発揮させるための場を作る。広報と連携して、部活動の状況を地域に知ってもらう。生徒育成部
（生徒指導課)

いじめアンケートを実施し、教育相談委員会等による情報の共有化を図り、学年・学校全体で対応する。

規範意識育成の講習会実施及びＤＶＤ視聴等により正しい行動ができるように指導する。

ＳＮＳによるトラブルを未然に防ぐための講習会を実施し、各クラスでも状況の把握･指導を適宜行う。

応急処置連絡票

学校生活アンケート、いじめアンケート

キャリア教育部
（企画・研修課）

第一志望の進路実現に向けた心構えの育成と
資質能力の向上

小論文指導体制の強化とその指導の充実を図り、希望進路実現に必要な「読む力」「考える力」「書く力」を伸ばす。

３年生の希望者を対象とした放課後講座及び模試の実施・結果分析を通して、希望進路実現に必要な学力の向上を図る。

就職・公務員希望者を対象に、外部講師を招聘したガイダンスや特別講座、面接指導等を計画的に実施して、必要な能力を伸ばす。

キャリア教育の更なる充実による「夢を描き努力
し続ける生徒」の育成

進路講演会や進路ガイダンス、上級学校・企業訪問、卒業生講話等を充実させ、進路意識の向上を図る。

「Classi」を活用して学校行事や進路学習等の見通しと振り返りの場を設定し、進路や自己の生き方を考える一助とする。

生徒の成長を促す効果的な行事の実施

各行事の計画を早期に立てることにより、柔軟に対応できるようにする。

問題行動０・いじめの撲滅

進路選択及びその実現をサポートする情報の
収集と発信

救急法（含む熱中症対策）講演会を実施し、部活動や体育的行事における安全対策を充実させる。

交通事故０・交通マナーの向上

「進路のしおり」の内容の充実を図り、進路選択やその実現に資する情報を早期に提供すると共に、進路指導へ有効に活用する。

「進路だより」の発行や進路冊子の配布の配布等の進路委員を中心とした組織的な取組を通して、進路への関心を向上させる。

教員や生徒に各行事の目的を明確にしたうえで実施する。

キャリア教育部
（進路指導課）

「Classi」の記入内容

進学率

就職率

進路希望調査

ボランティア活動やふれあい看護体験、インターンシップ等の体験活動に積極的に参加を促すことで進路について考える契機とする。

登下校指導を実施し、交通マナーの意識を向上させ、交通事故０を目指す。

進路指導課会議を定期的に開催し、情報を共有するとともに組織的な進路指導の更なる充実を図る。

いじめアンケート・学校生活アンケート

図書館に関するアンケート

他分掌と綿密に連携をとり、充実した行事にする。

振り返り／感想文

学校管理下での事故防止及び美化の徹底

生徒及び職員の心身の健康の保持増進 学校・学年行事等に際して事前健康相談を実施し、生徒の心身状況を把握し報告する。

問診票等

生徒美化委員を中心に、校内美化と学習環境の整備を図る。

防災避難訓練を充実させ、防災意識の向上を図る。

事前アンケート

担任・学年・教育相談委員会の連携・協力体制
の確立

様々な問題を抱えた生徒に対し、学校全体で支援等を検討するために『教育相談委員会』をSC来校に合わせ月1回開催する。

生徒の保健室利用状況をクラス担任に毎日報告する。

SC・SSW・訪問相談員による相談事業を実施する。

生徒へのアンケート

各種健康診断を実施し、年度当初における生徒および職員の身体状況の基礎的な把握を行う。

保健だよりを月1回発行し、健康や事故防止に関する注意喚起を行う。 学校生活アンケート
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Classi

感想文

ワークシート進路希望調査や上級学校調べを通じて、生徒自身が進路に向けた情報を得る習慣と力を身に付けさせる。

アンケートや生徒の様子をしっかり観察するなどして、いじめのない安心・安全な学年・学級づくりをする。いじめは絶対許さないというメッ
セージを教師が発する。

いじめアンケート・学校生活アンケート

模試の結果分析

学年教員団全員が、学年生徒の学習面・生活面の指導をする意識を持ち、実践できるよう、的確なアドバイスや助け合いを行う。

第３学年

生徒へのアンケート

学年会などを通じて生徒の情報を密に共有し、生徒１人１人への細やかな指導を行える体制を整備する。

応援される学年に

学校生活アンケート

朝夕の学習スペースの確保・整備を行い、１日の学習時間平均１００分を目指す。

挨拶する、時間を守る、規則を守ることを徹底し、自身のことを責任をもって行動できるようにさせる。

学校行事・生徒会活動・部活動等の意義や目的を理解させ、生徒全員が意欲的に参加できるようにする。

学級活動・部活動・学校行事において、生徒自身に運営・進行を任せ、リーダーとして仲間のために率先して動ける人材を育成する。

生徒の学力向上と進路実現

教室整備・チャイム席・授業準備・課題提出の期限厳守を徹底し、学習に集中できる環境を整える。

ガイダンスの実施・外部模試の利用分析・オープンキャンパスへの参加を促すことを通じて、生徒の学力状況・進路目標を把握しながら、
二者・三者面談の充実を図り、多様な進路実現に繋げる。

学年の団結とリーダーの育成

第２学年

生徒へのアンケート

模試の結果分析、進路希望調査

学習習慣の確立と学力向上

明るく元気な挨拶をする、時間厳守（５分前行動）、遅刻厳禁、服装を整える、清掃を丁寧にする、提出物を期限内に提出する、などの当
たり前のことをできるようにし、そのレベルを引き上げる。

教室整備を行い、授業前の黙想に十分な間をとらせ、心を落ち着かせて授業に臨ませるなど、授業に集中できる環境や雰囲気を整える。

授業内容や家庭学習の充実を図り、成績向上を目指すとともに、成績不審者への個別指導を担任と教科担任が連携しながら行う。

生徒自らが情報収集できるように、方法等を指導する。

スタディーサポートや進研模試などの外部模試を利用し、生徒の学習状況を把握しながら、二者・三者面談の充実を図り、多様な進路目
標の実現に繋げる。

価値観の違いを認め合い、互いの個性を尊重し合えるように教師自ら率先して行動するとともに、常に人権を意識した発言を行う。

進路目標の早期設定、進路実現に向けて

安心安全な学年・学級づくりと学年団のチーム
化

学年団全員で生徒の学習指導、生徒指導、進路指導にあたる。

いじめアンケート・学校生活アンケート

進路ガイダンスの充実、オープンキャンパスへの積極的な参加を促し、リアルな体験をさせることで生徒の進路意識の向上を図る。 感想文

第１学年

いじめアンケート・学校生活アンケート

いじめアンケート・学校生活アンケート

学校生活アンケートやいじめアンケートなどを通して、気になる生徒の教育相談を行うなど、いじめのない安全・安心な学年・学級づくりを
する。

保護者と密に連絡を取り合い、生徒の出席状況、成績、学校での様子、家庭での様子等、相互に把握し、生徒の精神的安定や進路指導
に繋げる。

生徒へのアンケート

いじめアンケート・学校生活アンケート

始業時の教材の準備、授業の重要性、提出物の確実な提出、復習を意識付け、基本的な学習習慣および授業に取り組む姿勢を身に付
けさせる。

他学年・学科間の連携を重視し、学校全体の活性化に努める。

授業アンケート

学年団の相互協力と他学年・他分掌との連携

生徒の観察、生徒とのコミュニケーション、いじめアンケートや学校生活アンケートの活用を通じて、生徒が前向きに学校生活に取り組める
環境を整備する。

学期に１回程度進路希望調査を実施し、面談週間の際に活用するなど、進路に向けた意識付けを図る。

進路意識の高揚

基本的な生活習慣の確立

進路希望調査

挨拶、５分前行動、入念な清掃といった基本的な規律を身に付けさせ、高校生としての自覚を持たせる。

進路ガイダンスや上級学校訪問を通じて、生徒の進路選択の幅を増やすとともに、進路意識の高揚を図る。

各分掌との連携を密にし、職員団の円滑な業務遂行に努める。
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広報活動によるイメージアップ

総ビアンケート

「福高総ビといえば〇〇」という目玉となる商品開発やイベントなどを確立する。 総ビアンケート

アンケートやリサーチを元に授業や体験入学の改善を行い、ビジネス教育は楽しいというイメージを周囲に持たせる。 総ビアンケート

高度な資格取得として、日商簿記検定２級を１０名、ITパスポートを５名の合格者を目指す。

全商の検定２・３級は、合格率９０％を目指す。また、３年生で全商１級3種目以上の人数を７０％達成する。

資格を生かして国公立大学、公務員、地元優良企業などの進路を推進する。そのためにキャリア教育部と連携しながらサポートを行う。

各学年に応じて進路目標の明確化を図り、体験活動やキャリア教育を推進し、生徒の勤労観・職業観を育成する。

学科の行事を経験しながら、地域経済の発展に関心を持たせ、生徒自身が成長できる環境づくりをする。

地域の祭りや販売イベントに積極的に参加し、体験的な学びを経験し、その学習成果を学科発表会で発表し、意識を高める。

各学年の学習活動や進路状況を「総合ビジネス科ニュース」として本校SNSで発信する。

地域行事や地域交流の新たな在り方を検討し、外部機関との連携を強化して校外活動の充実を図り、社会に貢献する人材を育成する。 事後アンケート・感想文

毎月の学科新聞発行やHP更新など広報活動を積極的に行い、特色ある学科の活動を可視化して情報発信に取り組む。 広報発行に関する感想

キャリア教育と地域社会との連携

資格取得の推進とそれを生かした進路実現

総合ビジネス科

授業アンケート

授業アンケート

進路希望調査

感想文

感想文

感想文

生活デザイン科

実践的・体験的な学習活動の重視とコース制
における専門性の向上

専門性の向上を目指して実践的・体験的な学習活動や問題解決的な学習を重視し、生徒の意欲が高まる授業改善を図る。 授業アンケート

家庭科技術検定では、技術力の向上と挑戦する力を培い、合格率９０％以上を目指す。教師の指導力向上と指導の統一化を図る。 授業アンケート

社会人招聘事業やものづくりマイスター事業などを活用して専門性の高い学びの場を設定し、生徒の適性の追及を目指す。 社会人招聘事業アンケート

専門学科の特性を生かした進路実現とキャリア
教育の充実

キャリア教育等を通して進路目標の明確化を図り、生活産業を担う意識の確立と適性に応じた進路実現を目指す。 進路振り返りアンケート

学科の行事を通して、自他を認め、社会や地域に貢献する志を持たせ、粘り強く学び続ける力を育成する。 社会人招聘事業アンケート

学校設定科目「八女茶探究」「生活教養」を中心とした協働学習を推進することで、生徒の主体的な学習活動を充実させる。 社会人招聘事業アンケート

地域社会への新たな貢献と広報活動の可視
化・生徒募集の広域化

進路相談事業・中学校の出前講座・体験入学等を活用し、生活デザイン科における生徒募集を広域かつ積極的に実施する。 事後アンケート
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